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アワー 

教職員への 
授業公開 

松本 彩月
１年次

後 期
選 択 講 義 可

授業概要 
（内容と進め方） 
及び課題に対する 
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ方法 

授業概要／社会学や社会保障の視点からボランティア活動を多角的に捉え、主体的な活動へと繋げるための知識・理

解を深めるものである。 全 回の講義を通して、ボランティア活動の意義・役割、歴史、社会との関わり、倫理、国

際的な視点、将来展望などを学ぶ。 近年、高度情報化、グローバリゼーション、超高齢化など、社会の変革が加速す

る中で、ボランティア活動は、個人や社会が抱える課題を解決するための重要な役割を担っている。 本講義では、

様々な分野におけるボランティア活動の事例を交えながら、多様な価値観を理解し、社会貢献に対する意識を高め、

主体的な社会参加を促進することを目指す。 

進め方／オンデマンド形式で行う。 

フィードバック方法／毎回の授業では自由にメールで質問ができ、質問に対してフィードバックを行うとともに、内

容に応じて全員に対して共有し、全体の理解を深めることとする。

授業の 
位置づけ 

本学のディプロマ・ポリシー⑤「将来に向け看護を主体的に学び、人間として自己の成長に努め、専門職としてのキ

ャリアの基礎を形成することができる」の達成に寄与している。

到達目標 
（履修者が到達 
すべき目標） 

① ボランティア活動の定義、歴史、意義、役割を理解し、現代社会におけるボランティア活動の必要がわかる。

② 社会福祉制度とボランティア活動の関連性を理解し、ボランティア活動が社会福祉にどのように貢献できるのか

が理解できる。

③ 多様なボランティア活動の分野と活動内容を理解し、それぞれの活動における倫理的な問題点や注意点について

わかる。

④ 国際的なボランティア活動の現状と課題を理解し、国際協力におけるボランティアの役割について理解できる。

時間外学習に必要な

内容・時間

第１～８回事前学習：テーマに関して、インターネット等で検索し読んでおく。（各 分）

事後学習：新聞に掲載されている関連記事や関連する図書などを読む。（各 分）

※上記時間については、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習全体として

は、各授業に応じた時間（２単位１５回科目の場合：予習+復習４時間／1回）（１単位１５回科目の場合：予習+復習

1時間／１回）（１単位８回科目の場合：予習+復習４時間／１回）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導

に従ってください。 

授業計画

 
第１講 ガイダンス・ボランティアとは何か 

第２講 ボランティア活動の歴史と現状 

第３講 多様なボランティア活動 

第４講 社会福祉制度とボランティア 

第５講 ボランティア活動と地域づくり 

第６講 国際的なボランティア活動 

第７講 ボランティア活動の倫理 

第８講 ボランティア活動のこれから 

全て

松本

評価方法 
評価基準 定期試験 100％ 

教科書 毎回講義時に資料を配布します。 参考書等 なし

学生への 
助言等 ボランティアを体験してみたい場合は、紹介しますので申し出てください。 
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